
人々を魅了し、興奮と感動をもたらす素晴らしい大会

東京は、世界で最も先進的で安全な都市の中心で革新性とインス
ピレーションを結び付けるという大会ビジョンの実現に向けて全力で
取組み、万全の準備を整えている。

私たちは、オリンピック・パラリンピック競技大会が持つ力を、日本人
の独自の価値と世界的な潮流を生み出す都市の活力に結びつける。

また、将来を担う新しい世代のために、オリンピック・パラリンピック
に更なる価値をもたらし強化するダイナミックな祝祭を開催し、世界中
のより多くの若者がスポーツの夢と希望を分かち合えるよう貢献して
いく。

東京は、何世紀にもわたって世界最大かつ最もダイナミックな都市
の一つであった。国際舞台への再登場は、１９６４年にオリンピック大
会を開催する栄誉を得たことで確実なものとなった。私たちの夢は、３
５００万人の人口を擁するメガ・シティに成長し、ビジネスと金融、文
化、エンターテイメント、そして通信やメディアの国際的な中心地と
なった東京で、２０２０年にスポーツとオリンピズムが再び中心になる
ことである。

この夢は、１９６４年大会のレガシーによって、スポーツの素晴らしさ
に気づいたことから始まっている。日本オリンピック委員会（JOC）は
招致活動の先頭に立ち、1世紀にわたってオリンピック選手を支援し
てきた経験や知識を継承している。

招致計画は東京都の長期都市戦略と完全に一致し、この戦略を一
層加速し、支えるものになるようＪＯＣは東京都と密接に連携してい
る。都民や国民は、再生する東京湾岸部を中心に整備される新たな緑
の空間やスポーツ施設、教育施設などの恩恵を受けることになる。

この立候補ファイルに盛り込まれた計画は、前回の招致活動にあ
たって国際オリンピック委員会（IOC）からいただいた意見も反映され
ている。我々が採用した方向性は、２０１６年大会の招致計画の良い部
分をそのまま継承し、更なる改善を行うという明快なものである。 

新たなランドマークとなるオリンピックスタジアムや選手村計画の
改善などは、そうした取組の成果である。ＪＯＣとの継続的なパート
ナーシップのもと、招致委員会とあらゆる関係者はこれらの実現に向
けて全力を尽くしていく。

２０２０年東京大会は、数十年にわたり主要なスポーツ大会を開催す
る中で、我が国が培ってきた経験や、世界で最も効率的で安定した都
市が誇る発達した都市インフラの恩恵を受ける。大会に必要な保証は
すべて署名済みである。 

また、現在の不安定な世界経済情勢の中にあって、日本の経済は安
定しており、大会の予算は保証されている。更に東京都は、２０２０年
東京大会の資金調達を目的として45億米ドルの「開催準備基金」を設
けている。

２０２０年東京大会は、東京が世界に誇る都市インフラや、革新性、
先端技術を背景に、世界的に知られた若者文化のエネルギーを原動
力として、堅実かつ卓越と興奮の大会となる。そして、世界で最も刺激
的かつ安定した都市の中心に―東京、日本、世界中の何千万人もの
人々の心にも同様に―オリンピズムとスポーツの力を伝えていく。

２０２０年東京大会は最高の大会となり、東京、日本、そして国際ス
ポーツに長期的なレガシーをもたらすだろう。

終わりに
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親愛なるロゲ会長

２０２０年第３２回オリンピック・パラリンピック競技大会の開催に関する東京の
立候補ファイルをここに提出いたします。

２０１６年大会の招致から、私たちはオリンピック競技大会を東京で開催したい
という我が国の長年の夢の実現に向けて、開催計画をより優れたものとするよう
真摯に取り組み、多くの時間を費やしてきました。この立候補ファイルは、そうし
た努力の成果であり、我々の継続的な意欲と思いがこめられています。

ここに盛り込まれた計画は、世界で最もダイナミックかつ安全な都市の一つで
ある東京の中心で、アスリートが最高のパフォーマンスを発揮できるよう、そして
全てのオリンピック・ファミリーが素晴らしい祝祭を満喫できるように練り上げられ
たものです。また計画には、私たちが前回の招致のプロセスで学んだ数々の教訓
と立候補都市としての活動中に寄せられた貴重なご意見が反映されています。

東京に２０２０年大会を開催する栄誉が与えられたならば、IOCと真に協力しな
がら、スポーツの祭典に加え、日本の伝統芸能や最先端の現代文化、世界に誇る
食文化やエンターテイメントなどが一体となったダイナミックな祝祭として、世界
から集う人々の記憶に残る大会を開催します。

立候補ファイルの提出に際し、私たちは最高の栄誉とともに、友情、尊敬、フェ
アプレーといったオリンピズムが大切にする価値を受け入れ、推進していくこと
など、その責務を十分に認識しております。これらの価値は、私たち日本人が何世
代にも渡って実践し、育んできた価値観と軌を同じくするものであります。私たち
は、これらの価値を広めることによってオリンピズムの維持・発展に貢献し、アジ
アをはじめ世界中にオリンピックムーブメントを促進していきます。

２０２０年、東京に全てのアスリートとオリンピック・ファミリーの各メンバーをお迎えし、最高の大会を開催することが私たちの夢であります。日本国
政府や東京都、そして国民の力強い支援を得て、卓越した運営を行うために、また大会が常に次世代を鼓舞する役割を担っていることを理解して、私
たちは惜しみない準備をいたします。将来を担う若い世代に夢と希望を与え、日本そして世界中の若者が「未来をつかむ（Discover Tomorrow）」
契機となることが私たちの心からの願いであります。

感謝をこめて

水野正人
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